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令和 6年度予算案、委員会で否決！！ 

第 3回 よしひサロン 開催決定 ！！  

皆さまとの意見交換会を右記の通り行います。現在の町、議会の様子を 

一人でも多くの方に伝えたい！新設されたココティすぎと（コミュニティセ 

ンター）で行います。施設の様子を見がてら、お気軽にお越しください。 

日  : 5月 11日(土) 

時間 : 午前 10時半～正午 

場所 : ココティすぎと多目的室 

 令和 6 年度一般会計予算案が 16 年ぶりに予算特別委員会で否決されました。（その後

本会議で可決。）私、大橋よしひさは予算案に反対しました。今号では、私が予算案に

反対した主な理由と本会議の可決までに至った経緯を報告します。 

 理由➀  公約実現の見込みが立たない・実現への予算が少ない 
 

窪田町長は町長選で 4つの公約を掲げ当選しました。しかし、就任後 1年半が経ちま

したが、いまだに公約達成の見通しさえ立っていないものも多く、そればかりか、今年

度においても自身の公約実現への予算がほぼ計上されていません。 

 

 理由②  スローガン「新しい杉戸」に対する明確な答えがない 
 

窪田町長は、「新しい杉戸への挑戦」をスローガンにしていますが、「新しい杉戸とは

何か」や「古い杉戸とは何か」という質問に対し、明確な答弁をすることができていま

せん。目指すべき「新しい杉戸」が何であるか分からないのなら、どこに向かうべき

か、何をすべきかも分からないのではないでしょうか。 

【 窪田町長選挙時の 4つの公約の現在 】 

［医療］中核病院の誘致 

→ 要望書提出するも見通し立たず 

［農業］大学農学部との連携 

→ まったく進展なし 

［道路］下野久喜線早期実現 

→ 予備設計業務実施中 

［教育］給食費の段階的無償化 

→ 第 3子以降見通し立たず 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大橋よしひさ（43歳）プロフィール 

【経歴】 杉中卒、越谷北高校卒、明治大学経営学部卒業後、大手学習塾に就職。その後、地元の勉強に困

った子を助けたいという思いから学習塾向学館創立（現在 15年目）。2013年、杉戸町議会議員選挙当選

（現在 4期目）。議会運営委員会委員長、副議長など歴任。農ある町づくりを目指し、いちご農家に師事し、

現在 3年目。  【地域の一員として】 消防団員（第 2分団）、げんき SUGI体操サポーター など 

 

理由④  職員用椅子購入（2年で約 1200万円） 
 

 椅子を買うなとはもちろん言いません。壊れたものから順に椅子を買うということな

ら理解できます。しかしながら、今回の予算案は職員用の椅子を総入れ替えするという

内容のものです。しかも、そのためにかかる費用は 2 年で約 1200 万円、1 脚あたり 3

万円以上します。特に職員からの希望があったわけではありません。職員からは椅子を

新調するよりも、電子レンジ等を置いてほしいとか、休憩室を整備してほしいという要

望がある中、椅子ではなく、他に優先すべきものがあるのではないでしょうか。 

なぜ、否決された予算案が可決されたのか 
 

他にもいくつか首をかしげてしまうような内容の予算案でした。 

私たちの会派（原田議員、宮田議員、大橋）としては、これらを理由として予算案に

反対しました。その結果、予算特別委員会では、賛成 4・反対 9 で否決となりました

が、そのわずか 4 日後に開かれた本会議では栗原議員と市毛議員が反対から賛成に態度

が変わり、賛成 7・反対 7 となり、最終的には伊藤議長の裁決で可決となりました。 

 理由③ 杉戸高野台駅前西口広場歩道補修工事（1708万円） 
 

 現在、西口ロータリーはタイルが剥がれた箇所をアスファルトで補修しています。そ

れをタイルに補修し直すという予算案が計上されました。 

劣化したタイルは滑って危険です。現在でも、ベビーカーのキャスターがはさまっ

た、ケガをしたなどの苦情が相次いでいます。それを知っていながら再びタイルへの補

修をするというのです。その理由を、「景観に配慮するため」と説明しています。 

現在は、アスファルト舗装でもカラーアスファルトなどおしゃれな舗装をすることも

できます。担当課としてもさまざまな案を 

提示しましたが、町全体の判断として 

「景観を優先」という判断に至ったそうです。 

安全を第一優先とすべきではないでしょうか。 

しかも、今回の予算額で工事できるのは、 

全体の 20％にも満たない面積です。 

補修していない部分は劣化が進み、将来的に 

はさらに修繕費がかさむことになります。 

このような予算措置は容認できません。 

 

 

 

 

 アスファルトで補修する駅前ロータリー 


